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地震や洪⽔などの災害時、防災ヘリコプターやドローンなどを⽤いて、上空から被災状況の確認が
⾏われます。しかし、河川においては近くに⽬印となるような建物が少ないことや、上空から⾒た河
川は地形が似ていることもあり、被災箇所を迅速に特定することは困難でした。
そこで、災害時に位置の特定が迅速・容易に⾏えるように、南陽出張所管内の河川堤防へ、

河川名・橋の名前・河川距離標などのヘリサイン（対空標⽰）を整備しました。

最上川の流れ

⼯事箇所の近隣の⽅々には、
⼯事⾞両との交差や出⼊⼝の
安全確保にご協⼒いただき、
無事故無災害で完成を迎える
ことができましたことを
お礼申し上げます。

ありがとうございました。
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「どのようにして⽂字を書いたのですか？」

「⼿引きライナーという機械で、塗料を噴射
して描いたよ。」
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《 １文字の大きさ 》

横 約2.5ｍ
×

縦 約2.5m

「どんなところが難しかったですか？」
「この⼿引きライナーは、直線を描くのは
得意だけど、曲線部を描くのは苦⼿なんだ。
そのため、曲線もキレイに描けるように
⾞輪を加⼯して、作業を進めたよ！」

⻑井･南陽管内
護岸等補修⼯事
《現場代理⼈》

葉⼭建設(株)影⼭さん
Lは左岸、Rは右岸、数字は河⼝からの距離(km)

を現しています。


